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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

矢祭未来想成アカデミー開塾記念
【特集】

夢への１ピース
成アカデミミー開塾記念

桜満開の４月１６日に平成２９年度矢祭未来想成アカデミーが開講いたしま

した。今月号では「みんなの想いが成る」この取り組みをご紹介いたします。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
矢
祭
未
来
想
成
社

は
、
矢
祭
町
に
お
い
て
、
創
業
、

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
創
造
的

改
革
の
熱
意
を
も
っ
た
人
材
発

掘
・
育
成
と
、
矢
祭
町
が
直
面
す

る
難
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
等
の
実
践
を
同
時

に
進
行
す
る
事
業
を
行
い
、
矢
祭

創
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
法
人
は
こ
れ
ら
を

達
成
す
る
た
め
に
「
社
会
教
育
の

推
進
を
図
る
活
動
」
や
「
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
」、「
職

業
能
力
の
開
発
又
は
雇
用
機
会
の

拡
充
を
支
援
す
る
活
動
（
事
業
）」

等
の
特
定
非
営
利
活
動
を
行
い
ま

す
。

夢への１ピース
【
特
集
】

矢祭未来想成アカデミー開塾記念

　

私
た
ち
人
間
は
様
々
な
夢
を
抱

き
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
夢
を

叶
え
た
い
と
い
う
想
い
は
、
人
を

夢
に
向
か
っ
て
突
き
動
か
す
大
き

な
原
動
力
と
な
る
大
事
な
も
の
で

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
多
く
の
も
の
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
夢
の

た
め
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
は
と

て
も
勇
気
の
い
る
も
の
で
、
誰
も

が
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
勇
気
を
も
っ
て
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

と
を
決
意
し
た
町
内
の
熱
意
あ
る

人
や
、
本
町
で
の
起
業
を
希
望
す

る
人
な
ど
へ
の
創
業
支
援
等
を
行

う
ア
カ
デ
ミ
ー
が
４
月
か
ら
開
塾

し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
ア
カ
デ

ミ
ー
の
開
塾
を
記
念
し
、
自
ら
の

夢
に
向
か
っ
て
歩
み
は
じ
め
た
３

人
の
塾
生
と
そ
れ
を
後
押
し
す
る

人
た
ち
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

夢への１ピース
【
特
集
】

矢祭未来想成アカデミー開塾記念

piece 1

piece 2

矢
祭
未
来
想
成

ア
カ
デ
ミ
ー
開
塾

　

４
月
16
日
（
日
）、
ユ
ー
パ
ル

矢
祭
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
矢
祭
未
来
想
成
社
主
催

に
よ
り
矢
祭
未
来
想
成
ア
カ
デ

ミ
ー
開
塾
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、「
み
ん

な
の
想
い
が
成
る
」
を
合
言
葉
に

矢
祭
未
来
想
成
社
が
主
体
と
な
っ

て
開
塾
し
、
矢
祭
町
活
性
化
の
た

め
に
、
地
元
の
意
欲
あ
る
若
者
だ

け
で
な
く
、
町
外
へ
出
て
い
っ
た

若
者
や
定
年
後
の
人
材
が
、
地
元

に
戻
っ
て
起
業
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
や
支
援
体
制
を
構
築
し
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育
成
し
活
動
す

る
人
を
育
て
て
い
く
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

塾
生
は
、
１
年
間
矢
祭
町
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
な
ど
に

お
い
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
師
や

町
内
外
の
ゲ
ス
ト
講
師
か
ら
の
講

義
を
受
け
、
創
業
に
向
け
て
の
知

識
・
技
術
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。

矢祭未来想成アカデミー開塾式

開塾式で紹介された入塾生３人

矢祭未来想成社の設立
NPO法人NPO法人

■NPO法人矢祭未来想成社役員

＊（　）内は矢祭未来想成アカデミーでの役職名
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夢への１ピース
【
特
集
】

矢祭未来想成アカデミー開塾記念

piece 3

魅力的な講師陣
矢祭未来想成アカデミーを支える

　以前から矢祭町をＰＲできる

グッズとして、町の花であるツツ

ジを使った染め物を有志メンバー

とともに研究してきました。しか

しこれまでの活動が研究の域を出

ず、それだけでは活動に限界があ

り、「つつじ染め」を事業化する

必要性に迫られました。そんな時、

本アカデミーで事業の進め方を専

門的に勉強してみてはどうかと勧

められ、入塾することにしました。

　大学で経営学を学びましたが、

もう一度初めから学び直すつもり

で、学んだことをきちんと実践で

きるように体に叩き込みたいと思

います。矢祭町の商工観光の発展

の一翼を担えるように頑張りたい

と思います。

　

矢
祭
未
来
想
成
ア
カ
デ
ミ
ー

の
「
想
成
」
と
い
う
漢
字
は
、

「
み
ん
な
の
想
い
が
成
る
」
と

い
う
言
葉
が
由
来
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、
塾
生

み
ん
な
の
強
い
意
志
や
熱
意
な

ど
の
想
い
、
夢
が
成
就
す
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
塾
生
だ

け
で
は
な
く
塾
生
を
支
え
る
矢

祭
未
来
想
成
社
の
方
々
、
ア
カ

デ
ミ
ー
の
講
師
陣
、
各
関
係
者

な
ど
多
く
の
人
の
想
い
や
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
夢
も
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
抱
く
想
い
や
夢
の
１

ピ
ー
ス
１
ピ
ー
ス
が
う
ま
く
は

ま
り
合
う
こ
と
で
夢
が
実
現
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

塾
生
と
そ
こ
に
携
わ
る
全
て

の
人
が
創
る
パ
ズ
ル
は
日
々
大

き
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

  

特
集　

夢
へ
の
１
ピ
ー
ス　

完

piece 4

アカデミー第 1 期生
熱意をもって門をたたいた

Last piece

み
ん
な
の

想
い
が
成
る

平川　淳
日本工業大学大学院教授

Atsushi　Hirakawa

PROFILE
【ひらかわあつし】

香川県出身。（株）経営政策研

究所代表取締役（経営コンサ

ルティング）。150社以上の企

業に対してコンサルティング

を実施している。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
を
支
え
る
３
人
の

講
師
は
、
長
年
に
わ
た
り
起
業
家

育
成
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
と
香

川
県
丸
亀
市
、
長
野
県
栄
村
、
福

島
県
喜
多
方
市
の
町
お
こ
し
に
従

事
し
成
功
を
納
め
た
実
績
な
ど
を

も
ち
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
活
性
化
の
た
め
に

は
「
郷
土
愛
に
富
ん
だ
企
業
家
精

神
の
あ
る
人
材
育
成
」
が
必
要
だ

と
い
う
考
え
の
も
と
、
矢
祭
町
活

性
化
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

会
社
が
成
功
す
る
た
め
の
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
↓
「
戦
略
」
↓
「
組
織
・

制
度
」
↓
「
人
材
（
リ
ー
ダ
ー
）」

と
い
う
一
連
の
流
れ
を
踏
ま
え
、

強
い
意
志
と
熱
意
を
も
っ
た
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
に
は
第
１
回
目
の
講

義
が
、
４
月
25
日
に
は
２
回
目
の

講
義
が
実
施
さ
れ
、
１
年
間
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Mitsuru　Ishikura

石倉　充
元日本工業大学大学院客員教授

PROFILE
【いしくらみつる】

栃木県出身。元富士銀行、み

ずほ銀行支店長。国際公認投

資アナリスト、中小企業診断

士、FR1級技能士。ミナト製

薬経営計画室長を務める。

黒澤　正一
早稲田大学客員教授

Shoichi　Kurosawa

PROFILE
【くろさわしょういち】

東京都出身。NPO法人まちづ

くり喜多方にて、中小企業庁

「創業支援事業」創業支援セ

ミナーのカリキュラム・プロ

デューサを務める。 矢祭未来想成アカデミー第 1回講義中

　矢祭未来想成アカデミーの理事

の方からアカデミーについてのお

話を伺い、私が考えていたものと

マッチしているなと思いました。

その方に背中を押していただけた

こともあり応募しました。

　アカデミーでは、矢祭町の良い

ところや改善点を再確認し、より

よい町づくりに携われる「ノウハ

ウ」を身につけられるように学ん

でいけたらと思っています。自分

の目標の実現やよりよい町づくり

のためにサポートしてくれている

町、家族、チームのみなさんと共

に楽しく学び、矢祭町の未来に活

かせるような取り組みをしていき

たいと思いますので、よろしくお

願いします。

　私は、趣味のマラソンで全国

４７都道府県の各大会の完走を目

指しながら、東京でフリー編集者・

取材記者をしております。今は地

方発の情報発信の時代になりつつ

あり、私も挑戦してみたいなとい

う想いからこのアカデミーへの入

塾を希望いたしました。アカデ

ミーでは、インターネットを駆使

した、本を売らない本屋「矢祭堂」

を開業、成功させるために必要な

知識を重点的に学べたらと思って

います。

　今後、矢祭町のみなさんには記

事の書き手など様々な場面でご協

力いただくことがあるかと思いま

す。その際にはどうぞよろしくお

願いいたします。

Ayaka　

M
ashiko

M
asaki　

Kom
uro

Katsuaki　

M
atsui

増子彩香【ましこあやか】 小室雅喜【こむろまさき】 松井克明【まついかつあき】

interview ③interview ① interview ②
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地方自治法並びに町条例の規定に基づき平成
28 年度下半期（平成 28 年 10 月～平成 29 年 3
月）における補正予算状況、基金、町有財産及
び町債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     　　　　　　　　　　　　　  

会計名
９月
定例会後
の予算額

10 月
専決

11 月
専決

12 月
定例会

２月
臨時会

３月
定例会

３月
専決

３月
臨時会

３月
専決

平成
28 年度
最終予算

一般会計 5,378,803 190 0 91,029 6,535 △225,848 0 36,445 △ 16,566 5,270,588

特

別

会

計

国保 822,651 0 0 34,496 0 △ 23,226 財源振替 2,762 0 836,683

工場 2,870 0 0 0 0 財源振替 0 0 0 2,870

宅造 7,126 0 0 0 0 △ 5,000 0 0 0 2,126

農集排 31,033 0 0 0 0 0 0 財源振替 0 31,033

介護 555,910 0 0 106 △ 38 20,392 0 4,456 0 580,826

後期高齢 135,862 0 88 3,182 0 △ 1,461 0 0 0 137,671

霊園 1,372 0 0 0 0 0 0 1,025 0 2,397

　合　計 6,935,627 190 88 128,813 6,497 △235,143 0 44,688 △ 16,566 6,864,194

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 54,188 11,975
公営住宅 19,157 6,761
公園 22,722 ‐
その他の施設 128,199 20,559

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 228,282 40,595

普

通

財

産

宅地 102,189 9,531

田畑 3,151 ‐

山林 3,345,172 ‐

その他 23,996 ‐

計 3,474,508 9,531

合計 3,702,790 50,126

区　　　　分 平成 27 年度 平成 28 年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 1,975,195 1,976,284 1,089 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 390,199 490,408 100,209 町債の繰上償還財源のための基金  

復興基金 50,993 10,446 △ 40,547 震災復興財源として県より交付され創設した基金

東日本大震災復興交付金基金 0 0 0 ニュータウンの法面補強事業のため、国の交付金で創設した基金 

21 ふるさと人づくり基金 108,266 108,730 464 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 5,228 8,993 3,765 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 464,309 464,425 116 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,261 300,156 △ 105 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 － 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,846 99,870 24 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,388 10,391 3 土地改良施設事業のための基金  

高田基金 103,475 103,499 24 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,138 1,138 － 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 1,988 13,619 11,631 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

合　　　　計 3,511,350 3,588,023 76,673

まちの
財政状況

10月専決（補正予算第 5号）
▶補正予算額…190 千円
歳入において、主に未熟児医療費に係る養育医療負担金
を増額しました（国・県負担金）。歳出において、ユー
パル矢祭設備修繕工事や旧石井幼稚園備品整理に係る作
業員賃金等を増額しました。

12 月定例会（補正予算第 6号）　　
▶補正予算額… 91,029 千円
歳入において、円高等に伴う町誘致企業の業績低迷によ
り法人町民税を 191,650 千円減額しました。歳出におい
て、臨時福祉給付金に係る費用 21,153 千円を増額しま
した。

２月臨時会（補正予算第 7号）
▶補正予算額…6,535 千円
歳入において、ふくしま森林再生事業に伴う、矢祭分収
林ほか間伐素材売払収入 5,969 千円を計上しました。
歳出において、矢祭町有林ほか間伐素材の販売手数料等
を計上し、旧石井小学校内埋設表土袋詰め工事に係る費
用等を増額しました。

３月定例会（補正予算第 8号）
▶補正予算額…△ 225,848 千円
歳入において、町税を収入実績と今後の見込みにより
増額した一方、各種負担金や補助金、町債は事業費の
確定に伴い減額しました。歳出において、主に統合小
学校建設に係る工事費の確定により減額しました。

3 月臨時会（補正予算第 9号）
▶補正予算額…36,445 千円
歳入において、特別交付税及び震災復興特別交付税の
交付額確定により、76,284 千円増額しました。歳出
において、各種委託料や使用料等の不用額を減額する
ことで発生した余剰金を、財政調整基金に積み立てる
ため、100,000 千円を計上しました。

3 月専決（補正予算第 10号）
▶補正予算額…△ 16,566 千円
歳入においては、各種交付金の交付額や町債の借入額
が確定したことによる補正を行いました。歳出におい
ては、各種事業費の確定に伴い、不用額を減額しまし
た。

一般会計補正予算の主な内容

平成 28年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。

区　分 平成 27 年度末
残　　　　高

平成 28 年度末
残　　　　   高

1．普通債 2,398,372 3,159,538
（１）総務 160,051 142,517
（２）民生 221,496 332,481
（３）衛生 204,519 185,940
（４）農林水産業 233,794 200,645
（５）商工 11,515 5,630
（６）土木 343,601 301,569
（７）消防 123,162 164,169
（８）教育 1,100,234 1,826,587
2．災害復旧費 20,318 16,130
（１）農林水産業 12,468 10,211
（２）土木 7,850 5,919
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,591,777 1,600,475
（１）減税補てん債等 13,556 11,740
（２）臨時税収補てん債 ‐ ‐
（３）臨時財政対策債 1,578,221 1,588,735

計 4,010,467 4,776,143

財産の状況　

平成 28年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

平成 28年度末現在の町債残高は次の通りです。

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円



　

平
成
29
年
３
月
25
日
（
土
）、
矢
祭

小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
矢
祭
町
立
矢

祭
小
学
校
総
合
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
、
全
校
児
童
２
６
１
人

と
教
職
員
、
保
護
者
、
来
賓
な
ど
約

５
０
０
人
が
出
席
し
、
校
舎
や
各
施

設
、
周
辺
環
境
整
備
の
完
了
を
祝
い
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
大
串
副
町
長
に
よ
る
開
式

の
辞
の
後
、
主
催
者
挨
拶
を
古
張
町
長

が
述
べ
ま
し
た
。
事
業
経
過
報
告
で
は

古
張
教
育
長
よ
り
落
成
ま
で
の
経
過
等

が
報
告
さ
れ
、
用
地
協
力
者
や
寄
贈
者

へ
古
張
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
県
南
教
育
事

務
所
長
、
鈴
木
町
議
会
議
長
が
来
賓
祝

辞
を
述
べ
、
来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露
と

続
き
児
童
代
表
の
鈴
木
大
輝
君
が
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
永
山

校
長
よ
り
校
歌
及
び
校
章
の
説
明
が
な

さ
れ
、
益
子
教
育
委
員
会
委
員
長
の
閉

式
の
辞
で
閉
じ
ま
し
た
。
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矢
祭
小
学
校

総
合
落
成
式
挙
行

矢
祭
小
学
校
総
合
落
成

矢
祭
小
学
校
の
全
て
の
工
事
が
完
了

矢
祭
町
唯
一
の
小
学
校
が
落
成
を
迎
え
ま
し
た

YAM
ATSU

RI ELEM
EN
TARY SCH

O
O
L

pickup
topics

記念公演 /サンドアートパフォーマンス

　

矢
祭
町
立
矢
祭
小
学
校
総
合
落

成
式
後
に
行
わ
れ
た
記
念
公
演
で

は
、
サ
ン
ド
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
の
Ｋ
ｉ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
（
キ
サ

ト
）
さ
ん
に
よ
る
サ
ン
ド
ア
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
砂
の
舞
〜
Ｋ

ｉ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
の
砂
物
語
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
鑑
賞
し
て
い
た
児
童
や

教
職
員
、
保
護
者
、
来
賓
か
ら
は

歓
声
や
た
め
息
が
聞
か
れ
、
美
し

い
砂
の
芸
術
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

落成を記念したサンドアート Kisato（キサト）
サンドアートパフォーマー

氏　名（敬称略） 在　住

用地協力者 藤田　豊作 東　舘

用地協力者 塙　　一郎 上関河内

用地協力者 金澤　　厚 タイ国

用地協力者 益子　晃一 東　舘

用地協力者 益子　重吉 東　舘

用地協力者 鈴木　一徳 東　舘

用地協力者 益子　修一 宝　坂

緞帳寄贈者
　白河信用金庫理事長

牧野　富雄 白河市

振興資金寄贈者
　 東西しらかわ農業協同組合代表理事組合長

薄葉　　功 白河市

絵画寄贈者 菊池　利次 埼玉県

■感謝状贈呈者

＊矢祭町立矢祭小学校の開校並びに施設整備事業に貢献された方々への贈呈

設計・工事等種別 設計監理・施行者名 代表者名

施設設計監理業務 株式会社三上建築事務所 代表取締役　益子一彦

敷地造成工事測量設計業務 株式会社開成測量設計者 代表取締役　今野辰哉

校舎新築工事
体育館・プール新築工事
旧小学校解体工事
太陽光発電設備工事

藤田建設工業株式会社 代表取締役社長　藤田光夫

敷地造成工事
旧小学校プール解体工事 矢祭建設株式会社 代表取締役　藤田　清

外構工事 佐藤建設株式会社 代表取締役　佐藤正美

■工事設計監理・施行者

上 / 感謝状を贈呈する古
　　張町長
右 / 菊池利次氏より寄贈
　　された絵画

上 /広々とした校舎北側
　　駐車場とスクールバ
　　ス専用車庫
左 /児童が安全に乗り降
　　りできるバス停

お礼の言葉を述べる児童代表の鈴木大輝君



▶
平
成
29
年
度
や
ま
っ
ぴ
ー
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
記
入
台
紙
。
こ
ち
ら
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の
検

診
の
受
診
の
ほ
か
、
運
動
や
血
圧
測

定
、
体
重
測
定
、
歯
み
が
き
な
ど
の

日
々
の
健
康
習
慣
を
記
録
す
る
こ
と

で
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
サ
ロ
ン
等
へ
の
参
加
な
ど
社

会
参
加
で
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

　

下
記
の
台
紙
（
役
場
や
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
参
加
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

カ
ー
ド
の
種
類
に
は
、
た
め
た
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て
、
ノ
ー
マ
ル
か
ら

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ま
で
の
５
種
類
の

カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

福
島
県
内
１
，
１
０
０
店
以
上
の

協
力
店
で
、
提
示
す
る
と
お
得
な
特

典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
く
し
ま
健
民

カ
ー
ド
を
受
け
取
る
際
に
、
カ
ー
ド

の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
応
じ
た
応
募
ハ

ガ
キ
を
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
こ
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
事
務
局
ま

で
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
28

年
度
に
は
、
矢
祭
町
か
ら
ゴ
ー
ル
ド

カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
が
出
ま

し
た
。

ど
ん
な
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
？

「
や
ま
っ
ぴ
ー
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

日
々
の
健
康
づ
く
り
を
台
紙
に
記
録
し
、

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

Health 
information

健康情報

何
に
記
入
す
れ
ば

い
い
の
？

健
民
カ
ー
ド
は
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
の
？

■矢祭町の協力店舗

団体名・会社名 特典内容

リオンドール
毎月１０日、２０日、３０日に税抜
１,０００円以上のお買い上げ時にカ
ードを提示した人へ、リオンポイント
カードへ１０ポイント進呈

ユーパル矢祭
温泉利用料【お一人様のみ】
平日５００円→３００円
土・日・祝日７００円→４００円　５月 31 日（水）から 6月 6日（火）は禁煙週間です。

福島県では、禁煙に取り組む施設を登録・紹介し、タバコの煙にふ
れない環境づくりを推進しています。
　施設管理者の方からの申請、住民の皆様からの推薦をお待ちして
います。
対象　人の集まる県内の「すべての」施設
要件　施設内が終日全面禁煙であること等
問い合わせ・申し込み先　
　　　県南保健福祉事務所健康増進課　☎０２４８-２２-５４４３

「空気のきれいな施設（禁煙施設）大募集！」

　

１
月
か
ら
３
月
に
皆
様
か
ら

募
集
し
ま
し
た
【
わ
た
し
の
お

す
す
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
】第
１
弾「
戸
津
辺
の
桜
コ
ー

ス
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
５
日
に
は
、
運

動
教
室
参
加
者
が
実
際
に
ノ
ル

デ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

き
ま
し
た
。
桜
は
咲
き
始
め
で

し
た
が
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
40

分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

楽
し
み
ま
し
た
。

矢祭町の素敵な場所を歩いてみませんか？

ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
の

種
類
は
？

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）
☎

４
６
‐
２
０
９
７



行 政 区 名 区 長 名（敬称略） 備　考

山野井・金沢区 片野　惠仁 区長会長
舘本区 武石　　眞
桃ノ木区 小室　勝正
石田区 和田　陽一
上野内区 猪亦　　毅
宝坂区 豊田　　康
高野谷地区 金沢　義浩
追分区 石井　康行
小田川区 佐川　重隆
ニュータウン中山区 荒井　俊治
下関河内区 塙　　次郎
上関河内区 滑川　裕之 区長会会計
大垬区 本田　憲司
高山区 菊池　憲一
関岡区 佐藤　信博
真木野区 増子　東洋
内川区 古市　孝行
茗荷区 鈴木　照美 区長会副会長
中石井区 鈴木　宗一郎 区長会副会長
下石井区 吉田　　茂
戸塚区 鈴木　政幸

今年度の各行政区長さんと町長、副町長、教育長

平
成
29
年
度
各
行
政
区
長
さ
ん
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
５
日
（
水
）、
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
に
お
い
て
平
成
29
年
度

第
１
回
区
長
会
が
開
催
さ
れ
、

各
行
政
区
長
さ
ん
21
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
よ
り
各
課
事
務
の
説
明

や
「
矢
祭
町
ご
み
不
法
投
棄
・

野
外
焼
却
監
視
員
」
及
び
「
矢

祭
町
交
通
対
策
協
議
会
地
区
分

会
長
委
嘱
書
」
の
交
付
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
区
長
会
役

員
の
選
出
は
、
選
考
委
員
に
よ

る
選
考
の
結
果
、
区
長
会
長
に

片
野
惠
仁
山
野
井
・
金
沢
区
長
、

副
会
長
に
鈴
木
宗
一
郎
中
石
井

区
長
、
鈴
木
照
美
茗
荷
区
長
、

会
計
に
滑
川
裕
之
上
関
河
内
区

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
行
政
区
長
の
皆
さ
ん
、
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

階　級 氏 名 （敬称略） 階　級 氏 名 （敬称略）

第 1班第１班長 石川　宗晴 第 1班第 2班長 深谷　洋平
第 2班第 1班長 鈴木　惇也 第 2班第 2班長 田所　淳司
第 3班第 1班長 豊田　顕成 第 3班第 2班長 豊田　　聡
第 4班第 1班長 豊田　洋文 第 4班第 2班長 佐川　直哉
第 5班第 1班長 糸井　美浩 第 5班第 2班長 吉川　　悟
第 6班第 1班長 　高信　收一　 第 6班第 2班長 冨永　貴博
第 7班第 1班長 豊田　喜昭 第 7班第 2班長 冨永　久志
第 8班第 1班長 佐川　靖矩 第 8班第 2班長 丸山　哲也
第 9班第 1班長 大垣　佑輔 第 9班第 2班長 中野　恭裕
第 10 班第 1班長 石原　正啓 第 10 班第 2班長 小野瀬　康弘
第 11 班第 1班長 芳賀　和樹 第 11 班第 2班長 菊池　高弘
第 12 班第 1班長 松本　貴之 第 12 班第 2班長 鈴木　貴識
第 13 班第 1班長 菊池　博和 第 13 班第 2班長 菊池　好峰
第 14 班第 1班長 菊池　浩司 第 14 班第 2班長 加藤　義宏
第 15 班第 1班長 鈴木　慎也 第 15 班第 2班長 金澤　慎一
第 16 班第 1班長 増子　　豊 第 16 班第 2班長 増子　雄一
第 17 班第 1班長 鷹部　啓寛 第 17 班第 2班長 本田　春希

・平成 29年度班長名簿

町
消
防
団
新
班
長
へ
辞
令
交
付

◀
辞
令
を
受
け
る
新
班
長

　

４
月
９
日
（
日
）、
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
で
第
１
班
長
・
第

２
班
長
へ
の
辞
令
交
付
式
及

び
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
辞
令
は
、
檜
山
団
長
よ

り
交
付
さ
れ
、
新
体
制
で
の

消
防
活
動
が
始
ま
り
、
無
火

災
を
目
指
し
て
一
致
団
結
し

ま
し
た
。

町　

職　

員　

人　

事　

異　

動

平
成
29
年
４
月
１
日
付

【
課
長
職
】
▼
自
立
総
務
課
長
…
片
野
一
也
（
教
育

　

課
長
）
／
教
育
課
長
…
鈴
木
直
人
（
教
育
課
学

　

校
教
育
グ
ル
ー
プ
長
）
／
会
計
管
理
者
…
片
野

　

一
也
（
教
育
課
長
）

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▼
自
立
総
務
課
主
任
主
査
兼

　

税
務
グ
ル
ー
プ
長
…
熊
田
美
枝
（
出
納
室
）
／

　

教
育
課
主
任
主
査
兼
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
長
…

　

菊
池
克
明
（
事
業
課
主
任
主
査
）

【
係
員
】▼
町
民
福
祉
課
主
任
主
事
…
古
市
龍
也（
自

　

立
総
務
課
主
任
主
事
）
／
事
業
課
主
任
主
事
…

　

鈴
木
貴
識
（
町
民
福
祉
課
主
任
主
事
）

【
新
採
用
】
▼
自
立
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
主
事
…

　

菊
池
吉
昭

平
成
29
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】
▼
自
立
総
務
課
長
…
菊
池
嘉
宣
／
会
計
管

　

理
者
…
片
野
順
子
／
自
立
総
務
課
主
幹
兼
税
務

　

グ
ル
ー
プ
長
…
鈴
木
寿
一

ＮｅｗＦａｃｅ

　はじめまして。4月
から矢祭町職員として
勤務しております。総
務の仕事は思ったより
大変で慣れないことも
ありますが、とてもやりがいのある仕事
です。一日でも役場の顔となれるように
頑張りますのでよろしくお願いします。

自立総務課 総務グループ

主事  菊
き く ち

池吉
よし あ き

昭

Yoshiaki　

Kikuchi

スクール 対象 スクール開催日 時間 料金
アクアビクス 一般 金曜日コース（月４回） 10：30 ～ 11：30 4,000 円

成人コース 一般
月曜日コース（月４回） 10：30 ～ 11：30

4,000 円
土曜日コース（月４回） 19：00 ～ 20：00

＊会員券をお持ちの方は優待割引（料金4,000円→1,000円）があります。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ

り
、
下
記
の
と
お
り
利
用

料
金
・
利
用
時
間
を
改
定

し
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
健
康
促

進
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
、

み
な
さ
ん
の
生
活
の
一
部

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

教
室
や
成
人
向
け
の
ス

ク
ー
ル
も
開
始
し
、
現
在

ス
ク
ー
ル
生
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
開
催
日
や
料

金
に
つ
い
て
は
、
下
記
表

の
と
お
り
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ス
イ
ン
ピ
ア

矢
祭
（
０
２
４
７
‐
４
６

‐
２
９
４
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個人利用券 回数券
（１１回つづり）

団体料金
（２０名以上）

会員券
６か月 １２カ月

大人
（高校生以上） 300 円 3,000 円 250 円 8,000 円 15,000 円

こども
（小・中学生） 100 円 1,000 円 50 円 3,000 円 5,000 円

シルバー
（６５歳以上） 200 円 2,000 円 150 円 5,500 円 10,000 円

未就学児
（保護者同伴）

無料 ー 無料

保護者は別途料金が必要です

障害者 無料 ー 無料

＊シルバー・障害者料金が適用になる方は、証明できる物をご持参ください。

【利用料金】

ご利用時間
第 1回 10：00 ～ 12：00
第 2回 13：00 ～ 15：00
第 3回 15：30 ～ 17：30
第 4回 18：00 ～ 20：00

＊日曜日は第３回までのご利用になります。
＊定休日は水曜日です。（７月・８月は無休）

◀
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

13 12

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭

利
用
料
金
・
利
用
時
間
改
定
の
お
知
ら
せ
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Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
５
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
５
月
21
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

　

▼
第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く

　

の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

季
節
の
お
は
な
し
会
…
５
月
21
日
（
日
）
午

　

後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

▼
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
お

　

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

▼
毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の
お
す
す

　

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
５
月
第
２
日

　

曜
日
の
「
母
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、「
お

　

か
あ
さ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
。
５

　

月
４
日
の
「
み
ど
り
の
日
」、20
日
の
「
森

　

の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、「
木
と
森
」
が
テ
ー

　

マ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

【
あ
た
ら
し
く
寄
贈
さ
れ
た
本
】

　

▼
大
型
絵
本
「
ぴ
ょ
〜
ん
」「
は
ら
ぺ
こ

　

あ
お
む
し
」「
お
お
き
な
か
ぶ
」（
児
童
書
）

【
読
書
通
帳
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

▼
図
書
館
で
無
料
配
布
し
て
い
る
「
読

　

書
通
帳
」
は
、
30
冊
読
ん
で
ひ
と
こ
と

　

感
想
も
加
え
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
を
50
ポ
イ
ン
ト
さ
し

　

あ
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
休
館
日

　

１
日
（
月
）、
８
日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

　

22
日
（
月
）、
29
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　

☎
４
６
‐
４
６
４
６

矢祭町地域おこし協力隊コラム

青
あおき ま さ み

樹雅実（56）

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は

平
成
29
年
で
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す

　
「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公

務
員
で
任
期
は
３
年
間
で
す
。
社

会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、
地
域

住
民
の
立
場
か
ら
生
活
や
福
祉
全

般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
創
設
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
全
て

の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に

よ
っ
て
「
児
童
委
員
」
も
兼
ね
て

お
り
、
子
育
て
の
不
安
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
た
り
、
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る

今
日
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を

抱
え
る
人
や
、
障
害
の
あ
る
方
・

高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
、
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
地
域
住
民
の
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専
門

機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め

ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
は
個
人
の
私
生
活
に
立
ち

入
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
活
動
上

知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
民

生
委
員
法
第
15
条
）

こ
の
守
秘
義
務
は
、
委
員
退
任
後

も
引
き
続
き
課
さ
れ
ま
す
の
で
安

心
し
て
、
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
３
月
末
現
在
、
全
国

で
約
23
万
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
矢
祭

町
に
は
、
現
在
23
名
の
民
生
児
童

委
員
、
１
名
の
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。
委
員
は
各
担
当
地
区
を

受
け
持
っ
て
お
り
、
主
任
児
童
委

員
は
、
子
供
や
子
育
て
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
に
活
動
し
町
全
体
を

受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ

10
周
年
イ
ベ
ン
ト
開
催

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

谷
あ
い
の
い
で
湯
に
入
り
て
湯
音
き
き

心
身
と
も
に
し
ば
し
休
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

賭
け
ご
と
は
絶
対
悪
と
教
え
ら
れ
し

カ
ジ
ノ
推
進
法
の
鈍に

び
い
ろ色
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

庭
先
の
花
木
の
囲
い
解
き
や
れ
ば

赤
く
は
じ
け
て
角
ぐ
む
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

里
山
は
「
来く

る
里り

の
杜も
り

」
と
名
付
け
ら
れ

福
島
県
の
名
所
と
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

冬
晴
の
空
に
二
つ
の
白
い
雲

連
れ
合
う
よ
う
に
し
ず
か
に
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

店
先
の
甘
い
香
り
に
誘
わ
れ
て

求
め
し
ス
ト
ッ
ク
部
屋
中
に
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

霜
除
け
に
せ
し
花
壇
の
枯
れ
葉

取
り
除
き
み
ど
り
の
淡
き
花
芽
確
か
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

知
子

あ
の
空
の
下
は
恋
し
い
古
里
よ

き
れ
い
な
小
川
に
カ
ジ
カ
住
み
居
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

古
希
祝
う
同
級
会
の
冒
頭
に

逝
き
し
友
ら
へ
黙
祷
捧
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

𠮷
民

目
に
受
け
て
心
に
止
め
し
引
揚
げ
の

父
母
と
の
来
し
方
生
涯
重
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

陽
の
光
た
っ
ぷ
り
あ
び
て

咲
き
初
め
し
戸
津
辺
の
桜
風
に
揺
れ
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

　広島県福山市から参りました、福

山正真と申します。福山から来た福

山と覚えてください。

　この町に来てお米の美味しさに驚

いていて、広島に居た頃よりも食べ

るお米の量が倍になって個人的に太

らないかどうか心配になっています。

　まだこの町について分からないこ

とばかりですが、早く矢祭町の一員

になってこの町のいいところを外に

向けて発信できるようになりたいと

思っています。お役に立てるよう頑

張りますのでよろしくお願いしま

す。

　はじめまして。神奈川県は小田原

からやってまいりました青樹雅実と

申します。ご覧の通り変わった字の

青樹でございますので、覚えて下さ

るとありがたいです。以後お見知り

おきのほどよろしくお願いします。

　現在 56 歳。けっこういい歳なので

体力的には？ですが、アイディアだ

けは溢れるほど持っているつもりで

すので、矢祭町に何か新しい湘南の

明るい風を吹かすことができたらい

いな、と思っております。

　矢祭町の応援団長目指して頑張り

ます。

福
ふくやましょうま

山正真（20）

町
の
い
い
と
こ
ろ
を

外
に
発
信
し
て
い
き
た
い

矢
祭
町
に
新
た
な

明
る
い
風
を
吹
か
せ
た
い

Ｓ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｙ
ａ
ｍ
ａ

Ｍ
ａ
ｓ
ａ
ｍ
ｉ
　
Ａ
ｏ
ｋ
ｉ

今月号は４月１日付で新たに地域おこし協力隊に任命された 2人をご紹介します。

　

日
頃
、
家
事
や
育
児
、
お

仕
事
で
忙
し
い
み
な
さ
ん
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
、
親
子
遊
び
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
予
約
制
）
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
す
い
と

ん
汁
を
無
料
で
提
供
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
友
だ
ち
も
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
29
年
５
月
14
日

　
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時

会
場　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

受
付　

午
前
９
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

山
村
開
発
セ

　

ン
タ
ー
☎
４
６
‐
２
０
９

　

７

作

　

森

田

僚

也
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仲の良い友達みんなで旅行に行きたいです。

お金持ちになることです。

バスケットボールをすることや you tube を見るこ
とが好きです。

都会とは違って静かで落ち着いているところです。

もっと遊べる場所が増えてほしいと思います。

バスケットボールにハマっているので、暇な人や興
味のある人は一緒にやりましょう。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
仲
の
良
い
友
達
と
旅
行
に
行
き
た
い

滑川　晃弘さん

Ａ
ｋ
ｉ
ｈ
ｉｒ
ｏ
　
Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｋ
ａ
ｗ
ａ

なめかわあきひろ● 19 歳・上関河内在住

メッセージ

from結婚支援室（35）

message

次は寺島大樹さん（東舘）の予定です。

No.38

　　

矢
祭
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

で
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
を
務
め
て
い

る
下
石
井
在
住
の
鈴
木
義
一
さ

ん
。
県
猟
友
会
に
も
所
属
し
て
お

り
、
東
白
川
支
部
矢
祭
分
会
代
表

分
会
長
も
歴
任
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
25
歳
の
頃
に

お
父
さ
ん
か
ら
世
代
交
代
し
現
在

ま
で
約
40
年
間
有
害
鳥
獣
対
策
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
隊
の
活
動
と
現
状
に
つ
い

て
鈴
木
さ
ん
は
「
現
在
は
15
名
ほ

ど
で
町
内
全
域
の
鳥
獣
被
害
対
策

活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
特
に

近
年
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
や
カ
ワ
ウ
に
よ
る
鮎
な

ど
の
水
産
業
被
害
が
深
刻
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い
年
間

で
イ
ノ
シ
シ
が
３
０
０
頭
、
カ
ワ

ウ
は
約
70
羽
を
捕
獲
し
て
い
ま

す
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
の
や
り
が
い

に
つ
い
て
「
地
域
を
自
分
た
ち
の

手
で
守
り
た
い
と
い
う
想
い
で
活

動
し
て
お
り
、
そ
れ
が
農
作
物
を

つ
く
っ
て
い
る
農
家
さ
ん
た
ち
の

一
助
と
な
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

活
動
に
は
警
察
に
許
可
を
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は

家
族
の
同
意
書
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
家
族
の
理
解
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
活

動
を
す
る
た
め
に
は
町
民
の
方
の

ご
協
力
も
不
可
欠
と
な
る
の
で
家

族
と
町
民
の
方
に
は
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。」
と
鈴
木
さ
ん
は
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
に
つ
い
て
鈴
木
さ
ん
は

「
自
分
の
健
康
状
態
が
良
い
限
り

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
若
い
人
が
ど
ん
ど

ん
入
っ
て
く
れ
て
う
ま
く
世
代
交

代
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
実
施
隊
の
将
来
を
見
つ

め
な
が
ら
活
動
を
続
け
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

男子力１ＵＰ！「婚活応援セミナー」
　　　　　  （東白川青年会議所主催）

日時　5 月 11 日（木）19:00 ～ 20:30
会場　棚倉町文化センター「倉美館」
対象　男性（25 歳～ 40 歳）
料金　１，０００円

詳しくは、結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

婚活セミナー開催のお知らせ

カワウの一斉捕獲のため、午前６時にユーパル矢祭
駐車場に集合した実施隊のみなさん。

地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で

守
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.38 －

鈴
木
義
一
さ
ん

PROFILE
【すずきよしかず】　71歳。下石井在住。
趣味は植木の手入れ、クレー射撃。モットー
は「努力」

　

結
婚
支
援
室
の
取
組
み
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
新
し
い
取

組
み
と
し
て
４
月
か
ら
「
結
婚
相

談
会
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。『
結
婚
は
考
え
て
い
る
け
れ

ど
職
場
で
も
日
常
で
も
出
会
い
の

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
』
と
言
う
独
身

者
の
声
や
『
そ
ろ
そ
ろ
子
ど
も
に

結
婚
を
し
て
欲
し
い
の
で
紹
介
し

て
欲
し
い
』
と
言
う
親
御
さ
ん
の

声
を
多
く
聞
き
ま
す
。「
結
婚
相

談
会
」
で
は
そ
ん
な
方
の
相
談
を

お
受
け
し
、
あ
な
た
の
結
婚
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
出
会
い
プ
ラ
ン

ナ
ー
・
出
会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

結
婚
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
一
度
の

相
談
で
お
相
手
を
紹
介
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
個
々
の
相
談

内
容
に
添
っ
た
支
援
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
良
い
出
会
い
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

会
場
は
地
域
見
守
り
ふ
れ
あ
い
拠

点
で
、
毎
月
第
４
金
曜
日
午
後
６

時
か
ら
９
時
ま
で
行
い
ま
す
。
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
結
婚
支
援
室
ま
で
。
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永山校長から教科書を授与される新入生代表

　４月１０日（月）、やまつりこども園幼児教育部
入園式がやまつりこども園遊戯室で行われました。
幼児教育部３歳児に５７人の新入園児（男児３４人、
女児２３人）が加わり、進級した４歳児、５歳児と
合わせて園児数は１３９人（男児７４人、女児６５
人）となりました。

呼名され立ち上がる新入生

　4月 6日（木）、矢祭小学校入学式が矢祭小学校
体育館で行われました。今回で 2回目となる矢祭
小学校の入学式は、新しくなった体育館では初めて
行われ、今年度の新入生男子２２人、女子２６人の
計４８人が２年目を迎える矢祭小学校へ入学しまし
た。

５７人の新入園児と保護者

　４月６日（木）、矢祭中学校入学式が矢祭中学校
体育館で挙行されました。今年は男子２７人、女子
１７人の計４４人が伝統ある矢祭中学校の入学を許
可され、矢祭小学校第 1回目の卒業生として培っ
たものを胸に、新たな学校生活をスタートさせまし
た。

新たな体育館で初の入学式を挙行
▶矢祭小学校入学式

５７人の元気な声が加わる
▶やまつりこども園幼児教育部入園式

夢と希望を抱き新たな一歩
▶矢祭中学校入学式

町長に寄付を手渡す大森さん

委嘱状交付後の記念撮影

　４月１９日（水）、矢祭町自衛官募集相談員委嘱
式が役場第 1会議室で行われ、東舘在住の小林煇
武さんに自衛隊福島地方本部の須賀川副本部長から
委嘱状が交付されました。任期は平成２９年４月１
日から平成３１年３月３１日までの 2年間で、小
林さんは 3期６年に続き４期目の委嘱となります。

立派な自衛官入隊の一助に
▶矢祭町自衛官募集相談員委嘱式

亡くなられた父のご遺志により
▶大森崇志さん寄付

　４月２４日（月）、棚倉町在住の大森崇志さんが
町長室を訪れ、この度亡くなられた父の重雄さんの
ご遺志により、町の人材育成のためにと１０万円を
寄付しました。町ではこの浄財を矢祭町２１ふるさ
と人づくり基金に繰り入れて大切に使わせていただ
きます。

委嘱状を交付されたみなさんと町長、中瀬さん

表彰状を町長へ授与する橋本県南地方振興局次長

　４月１０日（月）、町内の交通死亡事故ゼロ１０００
日達成（４月７日午前０時達成）表彰式が役場第 1
会議室で行われました。式では、橋本県南地方振興
局次長より県交通対策協議会長（内堀雅雄知事）か
らの表彰状が古張町長へ伝達されました。本町では
今回で６回目の達成となりました。

交通安全活動の成果を称えて　
▶交通死亡事故ゼロ１０００日達成表彰式

　４月１３日（木）、役場第 1会議室において出会
いプランナー及びアドバイザー委嘱状交付式が行わ
れました。昨年度に引き続き、婚活プロデューサー
の中瀬明美さん（古殿町）を迎えて、町内未婚者の
結婚難解消や結婚希望者・家族からの相談に応じ、
助言するなどの活動をしていきます。

力を合わせて良い縁結びを
▶出会いプランナー及びアドバイザー委嘱状交付式
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第２回定例会
３月６日～１０日

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

43
億
円
を
可
決
！
【
前
年
度
比
17
・
９
％
の
減
】

教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
全
会
一
致
で
同
意

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６

名
が
登
壇
し
、
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
日
目
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特

別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
な
わ
れ
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
５
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算
７
件
、
平
成
29
年
度
各
会
計
予
算
９
件
、
人
事
案
件
１
件
の

合
計
22
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
と
し
て
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
１
件

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
で

あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
平
成
13

年
10
月
31
日
の
「
市
町
村
合
併

を
し
な
い
矢
祭
町
宣
言
」以
来
、

町
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
自
立
す
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
行
財
政

改
革
を
更
に
推
進
し
、
選
択
と

集
中
に
よ
る
重
点
化
を
図
り
な

が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題

に
迅
速
か
つ
着
実
に
対
応
で
き

る
よ
う
予
算
を
編
成
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
矢
祭
町
第

５
次
総
合
計
画
の
第
二
年
目
の

年
と
な
り
ま
す
が
、「
人
が
輝
き

　

ま
ち
が
輝
き　

明
日
に
輝
く

　

や
ま
つ
り
町
」
を
高
く
掲
げ
、

目
標
実
現
の
た
め
、
矢
祭
町
の

発
展
と
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
町
民
福
祉
の
向
上
に
繋
が

る
予
算
編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

重
点
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

本
町
の
高
齢
化
率
は
35
％
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
高
い

町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
旧
石
井
小
学
校
の
敷
地
に

高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
い
た
し
ま

す
。
更
に
、
旧
校
舎
を
活
用
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
保
健
福
祉
行

政
を
担
う
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
７
割
を
占
め
る

森
林
は
水
を
育
み
、
土
砂
の
流

出
を
防
い
で
い
る
な
ど
の
多
面

的
機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

適
切
な
森
林
整
備
を
行
い
、
森

林
機
能
の
維
持
管
理
を
図
る
た

め
、
継
続
し
て
「
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
矢
祭
町
に
お
い
て

創
業
の
熱
意
を
も
っ
た
人
材
の

発
掘
・
育
成
の
た
め
に
、「
矢

祭
未
来
想
成
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を

開
校
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
修
繕
工
事
、
消

防
屯
所
整
備
事
業
、
耐
震
性
貯

水
槽
設
置
事
業
、
道
路
・
橋
梁

の
維
持
管
理
事
業
、
あ
ゆ
の
つ

り
橋
周
辺
親
水
広
場
整
備
事
業

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
し
て
は
、
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
を
目
指
し

て
、
結
婚
支
援
、
特
定
不
妊
治
療
、

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
、

こ
ど
も
園
の
保
育
料
半
額
、
幼

稚
園
授
業
料
の
軽
減
、
給
食
費

の
軽
減
、
中
学
３
年
生
海
外
修

学
旅
行
、
高
校
生
奨
学
助
成
金
、

髙
田
基
金
に
よ
る
教
育
支
援
等

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
、
国
道
、
県
道
改
良
な

ど
の
事
業
の
早
期
完
成
の
た
め

県
当
局
へ
の
要
望
を
続
け
て
参

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
目
線
に
立

ち
、
郷
土
矢
祭
町
発
展
の
た
め

町
民
の
皆
様
・
議
員
の
皆
様
と

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
職
員

共
々
、
全
力
で
町
政
運
営
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
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当
初
予
算
総
額
は
43
億
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算

52
億
３
，
７
０
０
万
円
と
比
較

し
て
９
億
3
，
７
０
０
万
円
の

減
で
、
率
に
致
し
ま
し
て
17
・

９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
４
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
準
じ
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
５
号
）

　

消
費
税
増
税
の
延
期
に
伴
う
、

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
土
地
開
発
基
金
の
設

置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
６
号
）　

　

基
金
の
利
子
を
積
立
て
る
た

め
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例（
議
案
第
７
号
）

　

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
町
民
プ
ー
ル
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例（
議
案
第
８
号
）

　

町
民
プ
ー
ル
の
使
用
料
及
び

開
館
時
間
に
つ
い
て
改
定
す
る

た
め
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
９
号
）

　

今
年
度
の
各
種
事
務
事
業
の

確
定
及
び
矢
祭
小
学
校
外
構
工

事
の
完
了
に
よ
る
工
事
費
の
減

額
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
10
号
）

　

保
険
給
付
費
に
係
る
国
庫
支

出
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
11
号
）

　

事
業
費
の
確
定
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
12
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
13
号
）

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
14
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付

費
負
担
金
の
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
議
案
第
15
号
）

　

基
幹
改
良
事
業
費
の
確
定
に

よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
16
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
17
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
18
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
19
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
20
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算（
議
案
第
21
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
22
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算（
議
案
第
23
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
予
算
（
議
案
第
24
号
）

21

町
長
施
政
方
針

　
　
　

（
要
旨
）

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

平成29年度各会計別当初予算状況
（単位：千円）

会　計　名 29 年度予算額 28 年度予算額 伸び率

一 般 会 計 4,300,000 5,237,000 △ 17.9

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 862,118 813,754 5.9

工場団地造成事業 2,402 3,299 △ 27.2

宅 地 造 成 事 業 6,105 7,001 △ 12.8

農業集落排水処理事業 28,759 31,000 △ 7.2

介 護 保 険 539,808 520,715 3.7

後期高齢者医療保険 139,168 134,911 3.2

霊 園 事 業 546 700 △ 22.0

水　道　事　業
（単位：千円）

科      目 29 年度予算額 28 年度予算額 伸び率

収 益 的 収 入 151,795 154,906 △ 2.0

収 益 的 支 出 128,505 133,079 △ 3.4

資 本 的 収 入 140,981 160,821 △ 12.3

資 本 的 支 出 164,190 180,498 △ 9.0

条　
　
　

例

当

初

予

算

補

正

予

算

平成28年度各会計別予算補正状況（３月第２回定例会）

（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,476,557 △ 225,848 5,250,709

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 857,147  △ 23,226 833,921

工場団地造成事業 2,870 0 2,870

宅 地 造 成 事 業 7,126 △ 5,000 2,126

介 護 保 険 555,978 20,392 576,370

後期高齢者医療保険 139,132 △ 1,461 137,671

水　道　事　業
（単位：千円）

項      目 既決算 補正額 計

収 益 的 収 入 154,906 14,200 169,106

収 益 的 支 出 134,707 4,835 129,872

資 本 的 収 入 160,821 30,030 130,791

資 本 的 支 出 155,337 17,118 138,419



　
　◎

専
決
第
１
号　

平
成
28
年
度

矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
26
号
）

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
療

養
給
付
費
に
不
足
が
生
じ
た
た

め
の
補
正
が
主
な
内
容
で
、
地

方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分
を

し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更（
議
案
第
27
号
）

　

平
成
29
年
度
に
実
施
予
定
の

「
あ
ゆ
の
つ
り
橋
周
辺
親
水
広

場
整
備
事
業
」
を
追
加
す
る
た

め
、一
部
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
28
号
）

　

各
種
事
務
、事
業
費
の
確
定
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
等
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
29
号
）

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
支

出
金
、
保
険
給
付
費
、
予
備
費

等
の
確
定
が
主
な
補
正
の
内
容

で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
30
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
事
業
の
確

定
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
31
号
）

　

保
険
料
及
び
国
庫
支
出
金
等

の
確
定
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
32
号
）

　

霊
園
永
代
使
用
料
の
確
定
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
議
案
第
33
号
）

　

今
年
度
の
事
業
の
確
定
が
主

な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
25
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合
会

　
　

議
長　

陣　

野　

一　

弥

紹
介
議
員　

藤　

田　

玄　

夫

審
査
結
果　

採　
　

択

◎
滝
川
開
発
期
成
同
盟
会
会
長

　

富　

永　

盛　

彦　

外
役
員

よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

滝
川
地
区
全
体

○
国
道
３
４
９
号
の
早
期
改
良

○
小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

下
関
河
内
区

○
新
屋
地
内
バ
ス
停
付
近
へ
の

横
断
歩
道
の
設
置

○
一
級
河
川
小
田
川
、
日
渡
地

内
の
土
砂
の
除
去

○
下
関
河
内
字
原
地
内
の
地
下

式
消
火
栓
を
地
上
式
に
変
更

○
下
関
河
内
区
内
の
貯
水
槽
を

耐
震
性
貯
水
槽
に
更
新

上
関
河
内
区

○
防
犯
灯
の
設
置
（
国
道

３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
の
旧

道
入
り
口
２
ヶ
所
）

○
林
道
滝
川
西
線
、
林
道
ト
キ

ノ
ス
線
、
林
道
福
住
線
の
道
路

補
修
と
改
良

大
垬
区

○
林
道
滝
川
西
線
の
道
路
補
修

と
法
面
の
雑
木
の
除
去

高
山
区

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線

の
改
良

○
海
老
根
地
内
、
ふ
れ
あ
い
農

道
と
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬

線
の
Ｔ
字
路
の
道
路
改
良

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線
、

福
住
地
内
の
橋
の
拡
幅

○
保
木
山
地
内
、
一
級
河
川
小

田
川
の
土
砂
の
除
去

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
議
会

は
、
２
月
13
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
平
成
28
年
度
各
会
計

補
正
予
算
２
件
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
の
３
議
案

が
提
案
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
１
号
）

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に

よ
る
間
伐
素
材
売
払
い
に
伴

う
、
収
入
金
及
び
分
収
林
交
付

金
の
増
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
敷

地
造
成
工
事
に
係
る
繰
越
明
許

費
の
設
定
に
伴
う
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
３
号
）

　

保
険
給
付
費
の
増
額
に
伴
う

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
敷
地
造
成
工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
議
案
第
２
号
）

　

平
成
29
年
２
月
７
日
、
入
札

に
付
し
た
「
平
成
28
年
度
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
敷
地
造
成
工
事
」

に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基

づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　

８
６
，
０
８
８
，
９
６
０
円

　

（
う
ち
消
費
税
額

　
　

６
，
３
７
６
，
９
６
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

　

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町

　

大
字
内
川
字
真
木
野
５

　

矢
祭
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

藤
田　
　

清

　

平
成
29
年
第
３
回
臨
時
議
会

は
、
３
月
30
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
専
決
処
分
１
件
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
１
件
、
平
成
28
年
度
各
会

計
補
正
予
算
６
件
の
合
計
８
議

案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※任期は平成 29 年 3 月 15 日から
　平成 33 年 3 月 14 まで

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
に

　

藤　

井　

隆　

治　

氏

請　
　
　

願

請
願
・
陳
情

陳　
　

情

意　

見　

書

報　
　
　

告

平成28年度国民健康保険特別会計予算補正状況（専決第１号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

国民健康保険
特 別 会 計

833,921 0 833,921

そ　

の　

他

補

正

予

算

　
　

統
合
小
学
校
の
初
年
度
が

終
了
す
る
に
あ
た
り
、
教
育
委

員
会
の
学
校
評
価
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

教
育
長

　

全
体
的
に
は
児
童
・
生
徒
、

教
職
員
と
も
、
前
年
度
の
交
流

学
習
の
成
果
が
表
れ
て
順
調
に

教
育
活
動
が
展
開
で
き
、
非
常

に
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

統
合
に
よ
る
児
童
間
及
び

教
職
員
と
児
童
と
の
関
係
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、

い
じ
め
・
不
登
校
に
つ
い
て
報

告
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

児
童
と
教
職
員
に
お
い
て
も

ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

　
　

中
学
校
の
生
徒
指
導
評
価

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
長

　

解
決
困
難
な
生
徒
指
導
上
の

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。
教

職
員
が
共
通
理
解
の
も
と
指
導

に
当
た
っ
て
お
り
、
落
ち
着
い

た
環
境
に
な
っ
て
お
り
評
価
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

観
光
資
源
管
理
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
28
年
度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
４
回
開
催
し
、
29
年
度

も
引
き
続
き
行
い
、
30
年
度
に

は
成
果
物
を
得
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

観
光
行
政
の
具
体
的
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

第
１
回
臨
時
議
会

補

正

予

算

平成28年度各会計別予算補正状況（２月第１回臨時会）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補正額 予算総額

一 般 会 計 5,470,022 6,535 5,476,557

介 護 保 険
特 別 会 計

556,016 △ 38 555,978

契　
　
　

約

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、７
日
と
８
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

質
問　

矢
祭
小
・
中
学
校
の

教
育
に
つ
い
て

教
育
・
観
光
・

　
　

建
設
・
一
般
行
政

青砥安彦議員

質
問　

観
光
資
源
管
理
計
画

に
つ
い
て

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
１
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
１
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

第
３
回
臨
時
議
会

2223

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取
扱

い
を
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
ま
す
。
６
月
町
議
会
定

例
会
に
請
願
、
陳
情
を
さ
れ

る
方
は
平
成
29
年
５
月
26
日

ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。

問 答 問答

問答問答問

平成28年度各会計別予算補正状況（3月第3回臨時会）

( 単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,250,709 36,445 5,287,154

特

別

会

計

国民健康保険 833,921 2,762 836,683

農業集落排水処理事業 31,033 0 31,033

介 護 保 険 576,370 4,456 580,826

霊 園 事 業 1,372 1,025 2,397

水 道 事 業
( 単位：千円）

科　　目 既 定 額 補 正 額 計

収益的収入 169,106 △ 874 168,259

収益的支出 129,872 2,499 132,371



　
　

事
業
課
長

　

観
光
資
源
管
理
計
画
に
着
手

で
き
た
こ
と
は
、
評
価
し
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
27
年
度
タ
ー
ミ
ナ
ル
利

用
者
数
が
２
，
７
２
２
人
で
、

維
持
に
つ
い
て
は
管
理
者
１
名

を
雇
用
す
る
形
で
、
稼
働
日
数

は
年
１
４
５
日
で
計
画
し
実
施

し
た
。

　
　

外
壁
の
黒
カ
ビ
が
目
に
つ

き
、
有
料
ト
イ
レ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
。
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

観
光
案
内
所
と
し
て
の
機
能

も
十
分
に
果
た
し
て
お
り
、
出

来
る
限
り
外
観
も
配
慮
し
た
清

掃
等
も
行
っ
て
参
り
た
い
と
思

う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
観
光
協
会
の
連
携
を
密

に
し
、
滞
在
型
観
光
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
一
つ
で
も
多
く
結

実
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
例
年
通
り
計
画
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

事
業
課
長　

　

具
体
的
方
針
に
つ
い
て
は
、

調
査
業
務
の
結
果
を
受
け
な
い

と
何
と
も
言
え
な
い
が
、
計
画

策
定
の
中
で
具
体
的
な
方
法
が

あ
る
か
な
ど
検
討
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

一
畝
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

名
称
で
約
20
ア
ー
ル
の
畑
で
在

来
種
の
生
産
の
維
持
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。

　
　

イ
メ
ー
ジ
作
り
の
結
果
と

評
価
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長　

　

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
鉢
植
え
の
普

及
で
イ
メ
ー
ジ
を
浸
透
す
る
の

に
一
役
を
か
っ
て
い
る
と
思

う
。
本
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て

イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

公
共
事
業
に
は
予
算
が
必

要
だ
が
、
財
源
は
全
て
税
金
だ

と
思
う
。
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
や
地
方
交
付
税
、
地
方
債
等

か
ら
財
源
を
確
保
し
公
共
事
業

を
執
行
し
て
い
る
と
思
う
が
間

違
い
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
　

町
長　

　

財
源
に
つ
い
て
は
間
違
い
な

く
税
金
、
過
疎
債
、
補
助
金
、

交
付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

公
共
事
業
を
執
行
し
て
い
る
。

　
　

町
は
緊
急
財
政
を
訴
え
町

民
に
我
慢
を
強
い
て
き
た
。
余

剰
金
を
財
政
調
整
積
立
金
等
に

積
み
立
て
、
様
々
な
形
で
公
共

事
業
に
投
資
し
て
き
た
と
思
う

が
、
間
違
い
な
い
か
。
ま
た
、

独
立
独
歩
で
や
っ
て
い
く
事
に

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
な
い
か
伺

い
た
い
。

　
　

町
長

　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

子
供
た
ち
の
社
会
へ
の
関

心
を
深
め
情
報
を
読
み
解
く

力
、
考
え
る
力
の
向
上
に
Ｎ
Ｉ

Ｅ
は
効
果
的
な
教
育
と
思
う

が
、
教
育
長
に
尋
ね
る
。

　
　

教
育
長

　

新
聞
の
活
用
は
、
創
意
工
夫

に
満
ち
た
教
育
を
実
践
す
る
と

い
う
事
で
は
と
て
も
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
度
は
子
供
向
け
の
新
聞
を

活
用
し
た
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
等

を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
配
置

し
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　
　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書

館
を
利
用
し
や
す
く
す
る
に

は
、
図
書
館
専
用
の
玄
関
が
必

要
と
思
う
が
尋
ね
る
。

　
　

教
育
長

　

利
用
者
の
興
味
関
心
や
利
便

性
を
高
め
て
い
く
た
め
少
し
ず

つ
改
善
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
在
は
、
現
状
の
施

設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
来
館
者
を
増
や
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

教
育
長

　

予
防
策
に
つ
い
て
は
、
人
権

意
識
を
育
て
る
、
正
し
い
知
識

の
提
供
、
孤
立
を
防
ぐ
な
ど
３

つ
を
重
点
に
お
い
て
指
導
を
進

め
て
い
る
。
７
月
11
日
に
第
１

回
い
じ
め
問
題
等
対
策
委
員
会

を
開
催
し
、
現
状
と
防
止
策
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
26
年
度
以
降
、
通
報
等

で
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
調

査
で
は
50
件
前
後
で
推
移
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
対
策
に
つ

い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
よ
る
有
害
捕
獲
、
被
害
防

止
対
策
設
備
等
に
対
す
る
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
鳥
獣
被
害
対

策
専
門
員
を
設
置
し
、
被
害
情

報
の
収
集
・
被
害
対
策
へ
の
助

言
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
広

域
協
議
会
を
設
置
し
広
域
的
な

対
策
に
向
け
た
体
制
も
整
え
て

い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
　

捕
獲
従
事
者
の
支
援
対
策

と
後
継
者
の
対
策
は
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

事
業
課
長

　

後
継
者
育
成
は
全
国
的
な
課
題

で
あ
り
有
効
な
手
立
て
が
な
い
と

い
う
の
が
現
状
だ
が
、
先
進
地
の

事
例
等
も
研
究
し
な
が
ら
対
策
を

練
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

新
規
就
農
に
関
し
て
は
、
国

が
実
施
し
て
い
る
新
規
就
農
に

対
す
る
助
成
金
が
あ
る
。

　
　

事
業
課
長

　

町
内
の
耕
作
放
棄
地
は
約

３
３
４
町
歩
、
耕
作
放
棄
率

32
％
で
、
そ
の
う
ち
２
１
８
町

歩
は
遊
休
化
し
て
日
も
浅
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
解
消
を
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
認

識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

国
県
も
支
援
し
て
い
る
政
策

で
あ
る
の
で
、
本
町
も
積
極
的
な

施
策
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

６
次
化
産
業
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

事
業
課
長

　

６
次
化
の
取
り
組
み
つ
い
て

は
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
域
産
業
振
興
基
金
事
業

に
取
り
組
み
、
体
制
は
整
え
て

い
る
。

　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

歩
行
者
に
つ
い
て
は
、
夜
間

反
射
材
等
の
活
用
、
更
に
高
齢

者
へ
の
交
通
安
全
の
啓
蒙
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
制
度
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

自
主
返
納
者
へ
の
支
援
策
を

棚
倉
署
管
内
の
東
白
川
郡
４
町

村
で
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
支
援
策

と
し
て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
や
地

域
タ
ク
シ
ー
の
導
入
、
タ
ク

シ
ー
券
の
発
行
や
割
引
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

矢
祭
町
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
の
中
で
対
応
策
に
つ

い
て
検
討
さ
せ
て
頂
く
。

　
　

管
理
運
営
は
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
や
る
の
か
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

開
設
準
備
委
員
会
で
最
終
的

な
ご
意
見
を
頂
き
、
そ
れ
に

沿
っ
た
改
築
設
計
を
現
在
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

施
設
の
雨
水
は
周
り
の
田

に
流
れ
る
の
か
。　

　
　

町
長　

　

今
ま
で
と
全
く
面
積
が
変
わ

ら
な
い
の
で
、
今
ま
で
と
全
く

同
じ
で
あ
る
。

　
　

地
域
公
共
交
通
運
営
に
対

す
る
町
の
財
源
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

町
長

　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
中
で
ど
う
し
た
も
の
に
ど

う
い
う
お
金
を
配
分
す
べ
き
か

結
論
に
達
し
た
ら
、
町
と
し
て

も
予
算
措
置
は
考
え
る
。

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の

足
の
確
保
に
つ
い
て
も
こ
の
中

に
絡
め
て
い
く
の
か
ど
う
か
。

　
　

町
長

　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
中
で
も
検
討
し
て
頂
く

が
、
東
舘
か
ら
石
井
は
、
公
共

交
通
や
障
害
の
あ
る
方
で
あ
れ

ば
社
会
福
祉
協
議
会
の
タ
ク

シ
ー
も
利
用
で
き
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

ポ
ン
プ
車
両
の
屯
所
は
毎

回
設
計
費
が
か
か
る
の
で
、
休

憩
所
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の

の
２
種
類
く
ら
い
が
あ
れ
ば
費

用
が
安
く
済
む
の
で
は
な
い

か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

設
計
監
理
委
託
料
も
地
元
負

担
が
生
じ
る
。
地
元
の
班
、
行

政
区
の
意
見
を
賜
り
な
が
ら
屯

所
を
建
設
し
て
い
る
の
で
、
同

じ
も
の
を
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
に

建
て
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

３
月
１
日
現
在
で
約
95
％
の

進
捗
で
あ
る
。
検
査
が
終
了
す

れ
ば
完
了
と
な
る
。

　
　

古
い
電
柱
の
処
分
費
用
は
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

処
分
費
と
し
て
計
上
し
て
あ

る
。
処
分
を
せ
ず
第
３
者
に
渡

し
た
場
合
は
変
更
設
計
で
処
分

費
は
減
額
さ
せ
て
頂
く
。

　
　

雨
漏
り
の
場
所
を
無
破
壊

検
査
で
三
者
共
通
の
確
認
を
す

る
責
務
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
が
実
施
の
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

町
長

　

そ
の
よ
う
な
高
度
な
技
術
は

業
者
は
多
分
持
っ
て
い
な
い
と

思
う
が
、
瑕
疵
担
保
は
10
年
ぐ

ら
い
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に
十

分
検
討
す
る
時
間
も
あ
り
、
現

状
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
話
は
聞

い
て
お
る
の
で
そ
の
ま
ま
で
よ

ろ
し
い
と
思
う
。

　
　

事
業
課
長

　

一
律
に
幅
員
が
狭
い
か
ら
改

良
す
る
考
え
よ
り
も
地
元
の
利

用
状
況
に
応
じ
て
拡
幅
を
し
て

い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

質
問　

矢
祭
山
の
有
料
ト
イ

レ
の
利
用
状
況
と
維
持
管
理

に
つ
い
て
伺
い
た
い

質
問　

今
年
の
観
光
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い

質
問　

空
き
家
等
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い

質
問　

特
産
品
コ
ン
ニ
ャ
ク

の
振
興
で
普
及
活
動
実
績
に

つ
い
て
伺
い
た
い

質
問　

公
共
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
執
行
者
と
し
て
の

認
識
と
考
え
を
伺
い
た
い

質
問　

学
校
な
ど
で
新
聞
を

教
材
と
し
て
活
用
す
る
教
育

に
つ
い
て

教
育
・
農
業
・
福
祉
行
政佐川正一郎議員

質
問　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い

図
書
館
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

質
問　

本
町
の
い
じ
め
防
止
と

対
策
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い

質
問　

鳥
獣
被
害
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

農
業
後
継
者
、
新
規
就

農
者
に
対
す
る
支
援
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い

質
問　

本
町
の
耕
作
放
棄
地
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い

質
問　

６
次
化
産
業
の
現
状
に

つ
い
て

質
問　

公
共
交
通
に
つ
い
て　

質
問　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

進
捗
と
排
水
管
理
に
つ
い
て

福
祉
・
環
境
・
消
防
防
犯
・
建
設

土
木
・
一
般
・
教
育
・
産
業
行
政菊池淳之議員

質
問　

地
域
公
共
交
通
の

方
向
性
に
つ
い
て

質
問　

消
防
施
設
整
備
の

現
状
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

防
犯
灯
の
敷
設
替
え

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

矢
祭
小
学
校
雨
漏
り

修
繕
結
果
に
つ
い
て

質
問　

道
幅
の
狭
い
町
道
の
状
況

確
認
と
拡
幅
計
画
に
つ
い
て
伺
う

問 答

問

答

問

答

答答答

答答 問

問

問

問

問問問

問問問

問問

問問

問
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答

答答

答

答

答答

答答答答

答答答

答答

答答答答

答



年
次
的
な
拡
幅
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
は
今
考
え
て
い
な
い
。

　
　

町
長

　

ス
イ
ン
ピ
ア
の
運
営
当
初
、

夜
間
照
明
使
用
に
よ
り
稲
作
に

影
響
が
発
生
し
、
照
明
を
や
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
問

題
が
発
生
す
る
と
思
う
の
で
、

現
状
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

半
年
で
残
業
３
７
８
時
間

し
て
い
る
人
、
28
時
間
の
人
と

の
こ
の
偏
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

全
体
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ほ

ど
の
偏
り
は
無
い
と
判
断
し
て

い
る
。

　
　

学
校
跡
地
に
教
員
住
宅
を

作
る
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

教
育
長

　

少
し
の
需
要
は
あ
る
と
思
う

が
、
毎
年
同
じ
よ
う
な
需
要
が

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
可

能
性
が
な
い
の
か
と
思
う
。

　
　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

利
用
増
加
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

利
用
料
金
・
開
館
時
間
の
変

更
を
図
り
増
加
を
見
込
み
、
町

民
の
健
康
増
進
維
持
に
寄
与
し

た
い
と
、
今
回
議
案
と
し
て
提

案
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
　

矢
祭
山
の
観
光
資
源
と
し

て
の
充
実
に
、
町
は
何
を
手
が

け
る
べ
き
で
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

矢
祭
山
公
園
は
非
常
に
重
要

な
観
光
資
源
で
あ
る
と
考
え
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
位
置
づ
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

町
長

　

商
店
街
の
振
興
と
い
う
の
は

非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と
思

う
。
今
後
の
町
の
中
の
整
備
計

画
、
そ
う
し
た
も
の
を
将
来
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
中
で
の

一
つ
の
課
題
に
な
っ
て
い
く
の

か
な
と
い
う
気
は
し
て
い
る
。

　
　

適
正
な
職
員
人
事
は
図
ら

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。

　
　

町
長

　

適
材
適
所
に
人
員
を
配
置
し

て
い
る
。

　
　

こ
の
春
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
は
、
町
長
は
ど
う
い
う
構

想
で
行
う
の
か
聞
き
た
い
。

　
　

町
長

　

退
職
者
で
空
い
た
ポ
ス
ト
は

何
と
し
て
も
動
か
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
ら
、
私
は
私
な
り

に
判
断
を
し
て
や
っ
て
い
る
。

　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
敷
地
造

成
工
事
費
の
繰
越
明
許
に
つ
い

て
、
繰
越
明
許
と
い
う
の
は
、

可
決
し
た
金
額
と
業
者
と
契
約

し
た
金
額
が
、
繰
越
明
許
費
と

し
て
計
上
さ
れ
る
の
で
は
な
い

の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

落
札
額
を
繰
越
額
と
し
て
計

上
す
る
も
の
で
は
な
く
、
予
算

額
と
し
て
繰
越
す
額
と
い
う
事

で
あ
る
。

　
　

金
額
に
差
異
の
あ
る
場
合

に
は
、
や
は
り
、
き
ち
ん
と
そ

の
差
異
に
つ
い
て
の
理
由
を
議

会
に
対
し
て
、
説
明
を
付
加
し

て
頂
き
た
い
と
思
う
が
そ
の
方

法
に
つ
い
て
は
如
何
か
。

　
　

事
業
課
長　

　

ど
れ
ぐ
ら
い
の
額
に
な
る
か

事
前
に
確
定
的
に
、
申
し
上
げ

ら
れ
な
い
以
上
、
当
初
予
算
と

し
て
頂
い
た
範
囲
内
に
つ
い
て

繰
越
明
許
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
い
う
考
え
は
当
然
持
っ
て
い

る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
策
に
つ
い
て
、
町
長
が
こ

の
町
の
農
業
を
こ
れ
か
ら
ど
う

い
う
ふ
う
に
平
成
29
年
度
以
降

ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
の
か
。
計
画

と
し
て
の
考
え
、
見
解
、
そ
の

辺
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
長　

　

コ
ン
ニ
ャ
ク
・
木
材
価
格
の

低
迷
に
よ
り
、
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
は
、
本
当
に
低

迷
期
に
入
っ
て
い
る
。
耕
作
放

棄
地
も
増
え
て
お
り
、
何
を
メ

イ
ン
の
作
物
に
し
て
農
業
を
振

興
す
れ
ば
い
い
の
か
、
今
の
と

こ
ろ
、
こ
れ
を
や
れ
と
い
う
、

そ
う
い
う
見
当
は
つ
い
て
い
な

い
。
出
来
る
限
り
農
家
に
現
状

を
維
持
し
て
も
ら
っ
て
、
農
山

村
の
原
風
景
を
維
持
し
て
も
ら

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
水

も
空
気
も
非
常
に
大
事
な
も
の

で
あ
る
か
ら
農
家
に
頼
る
と
こ

ろ
は
大
で
あ
る
。出
来
る
限
り
、

町
と
し
て
も
換
金
作
物
等
を
こ

れ
か
ら
も
模
索
し
な
が
ら
矢
祭

町
の
農
業
を
支
え
て
い
き
た

い
、
そ
う
い
う
思
い
で
い
る
。

　
　

今
、
き
ち
ん
と
し
た
経
営

を
さ
れ
て
い
る
農
家
の
方
々
に

お
声
か
け
を
し
て
、
町
長
の
諮

問
機
関
と
し
て
、
そ
う
い
う
方

の
意
見
を
現
場
の
課
と
町
長
で

共
有
さ
れ
て
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
考
え
は
今
の
所

な
い
の
か
。

　
　

町
長

　

矢
祭
の
農
業
を
考
え
る
場
合

に
、
そ
う
し
た
施
策
も
必
要
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
て
い
る
。

今
後
、
担
当
課
を
中
心
に
検
討

さ
せ
た
い
と
思
う
。

　
　

２
０
１
７
年
度
か
ら
災
害

時
に
被
害
状
況
の
偵
察
、
把
握

が
で
き
る
「
ド
ロ
ー
ン
」
や
整

地
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
通

行
で
き
る
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
、
女
性
団
員
で
も
扱
い
や
す

い
小
型
ポ
ン
プ
装
置
を
市
町
村

が
購
入
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

地
方
交
付
税
で
支
援
が
受
け
ら

れ
る
事
業
が
あ
る
。
有
効
に
活

用
し
て
は
と
思
う
が
、
町
の
考

え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
時
点
で
町
消
防
団
へ
の
ド

ロ
ー
ン
の
配
備
、
オ
フ
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
の
活
用
等
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

女
性
の
消
防
団
隊
員
の
加

入
の
促
進
と
小
型
ポ
ン
プ
装
置

の
配
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お

聞
き
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　

本
年
４
月
１
日
よ
り
過
疎

地
域
や
離
島
を
対
象
に
救
急
車

１
台
に
３
人
の
内
、１
人
は「
准

救
急
隊
員
」
で
編
成
で
き
、
自

治
体
職
員
や
消
防
団
員
を
充
て

る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
が
、

本
町
の
人
口
も
低
密
度
化
が
進

行
し
て
お
り
検
討
す
る
課
題
と

思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

矢
祭
分
署
に
つ
い
て
は
、
２

名
の
救
急
救
命
士
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
現
時
点
で
は
准
救
急

救
命
士
の
講
習
に
参
加
す
る
消

防
団
員
等
に
つ
い
て
は
必
要
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

柳
下
地
内(

舘
本
区
内
）

の
排
水
路
の
水
郡
線
脇
に
あ
る

道
ヶ
作
水
利
で
あ
る
が
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
台
風
時
に
は
洪
水
と

な
っ
て
Ｕ
型
側
溝
か
ら
溢
れ
、

田
に
生
活
排
水
と
一
緒
に
入
り

込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
平
成
27

年
に
布
設
し
た
Ｕ
型
側
溝
に
し

て
は
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

出
来
る
限
り
、
早
い
時
期
に

そ
の
よ
う
な
方
向
で
改
修
し
た

い
と
思
う
。

　
　

各
地
区
の
公
民
館
等
の
表

示
等
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

状
況
な
の
で
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

昨
年
全
世
帯
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
配
付
し
て
あ
り
、
そ
の

中
に
避
難
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

地
図
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ

い
て
考
え
て
頂
き
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
図
ア
プ
リ
へ
の
登
録
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
方
法
・
料
金

等
を
調
査
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
矢
祭
町
営
グ
ラ
ン

ド
、
旧
関
岡
小
学
校
の
施
設
又

は
敷
地
を
緊
急
的
に
東
北
電
力

（
株
）
白
河
営
業
所
が
利
用
で

き
、
さ
ら
に
そ
の
手
続
き
を
円

滑
に
行
う
事
が
出
来
る
と
い
う

内
容
の
協
定
で
あ
る
。

　
　

廃
校
し
た
関
岡
小
学
校
跡

地
利
用
を
考
え
た
上
で
、
そ
の

件
に
関
し
て
町
長
か
ら
伺
い
た

い
。

　
　

町
長

　

ま
だ
関
岡
小
学
校
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
方
針
を
決
定
し

て
い
な
い
。
東
北
電
力
に
常
時

貸
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
地

域
で
お
使
い
頂
け
る
よ
う
に
普

段
は
空
い
て
い
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

携
帯
電
話
の
緊
急
エ
リ
ア

メ
ー
ル
で
も
情
報
を
流
し
て
い

る
。
屋
外
へ
の
広
報
は
、
前
々

か
ら
役
場
の
広
報
車
、
消
防
団

に
よ
る
広
報
を
併
せ
て
実
施
し

て
参
り
た
い
と
お
答
え
を
し
て

い
る
。

　
　

矢
祭
町
自
然
公
園
整
備

計
画
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
、
今
年
度
開
か
れ

た
が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
。
ま
た
、
町
民
の
提
言
が
反

映
さ
れ
る
も
の
に
繋
が
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方

は
、
30
年
ま
で
に
結
論
を
得
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
基
本
的
に

は
町
民
の
意
見
の
集
合
体
と
い

う
よ
う
な
形
で
結
実
し
て
い
く

と
い
う
事
で
あ
る
。

　
　

山
村
活
性
化
対
策
と
し
て

動
き
始
め
た〝
や
ま
つ
り
ま
ち
・

ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協
議
会
〞

に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

地
域
見
守
り
ふ
れ
あ
い
拠
点

事
業
を
発
展
的
に
進
め
る
た
め

に
考
え
た
仕
組
み
で
あ
り
、
農

山
漁
村
振
興
基
金
と
い
う
国
の

交
付
金
の
受
け
皿
と
し
て
の
協

議
会
と
考
え
て
お
り
、
各
団
体

か
ら
出
た
意
見
を
出
来
る
限
り

町
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
つ

の
結
果
と
し
て
い
く
と
い
う
方

向
で
、
現
在
、
交
付
金
の
申
請

に
も
結
び
付
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

町
長

　

矢
祭
町
の
現
在
ま
で
の
自
立

質
問　

ふ
れ
あ
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

職
員
の
残
業
の
偏
り
と

現
状
に
つ
い
て

質
問　

教
員
住
宅
の
必
要
性
に

つ
い
て

質
問　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る

質
問　

観
光
資
源
の
開
拓
活
動

状
況
に
つ
い
て

質
問　

東
館
駅
前
の
整
備
と
商
工
業
と

の
連
携
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
ら
な
い

よ
う
に
早
く
手
を
付
け
て
は
と
思
う
が

質
問　

職
員
人
事
に
つ
い
て

一
般
・
産
業
行
政

鈴木正美議員

質
問　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

質
問　

29
年
度
町
産
業
振
興

に
つ
い
て

質
問　

消
防
団
の
備
品
の

一
部
整
備
に
つ
い
て

消
防
・
土
木
行
政

鈴木　一議員

質
問　

過
疎
地
域
の
准
救
急

隊
員
に
つ
い
て

質
問　

集
落
排
水
の
側
溝
整

備
に
つ
い
て

質
問　

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

防
災
・
産
業
観
光
・

　

一
般
・
教
育
行
政

郡司浩子議員

質
問　

東
北
電
力
と
の
災
害
時
に
お
け
る

電
力
復
旧
の
た
め
の
拠
点
に
関
す
る
協
定
に

つ
い
て
具
体
的
に
説
明
を
伺
い
た
い

質
問　

災
害
時
Ｉ
Ｐ
フ
ォ
ン
だ
け
で
な
く

屋
外
で
も
情
報
入
手
で
き
る
仕
組
み
を

導
入
し
て
は
如
何
か

質
問　

地
域
資
源
の
活
用
に

つ
い
て

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
で
考

え
て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い

問 答問 答

問

答

問 答

問

答

問

答

問 答

問

答

問

答

問

答答

答

問答問答

問答問答

問答

問答問 答

問

答 問答

答答答
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し
た
町
づ
く
り
に
共
鳴
し
た
方

が
返
礼
品
を
目
的
と
せ
ず
に
寄

附
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

今
の
ま
ま
の
制
度
或
い
は
返
礼

品
な
し
の
礼
状
だ
け
の
制
度
の

方
が
、
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方

の
趣
旨
に
添
え
る
の
か
な
と
い

う
思
い
で
あ
る
。

　
　

矢
祭
小
学
校
の
屋
根
の
修

繕
・
こ
ど
も
園
の
テ
ラ
ス
の
修

繕
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長　

　

矢
祭
小
学
校
の
雨
漏
り
に
つ

い
て
は
、
既
に
工
事
の
方
は
完

了
し
て
い
る
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
ど
も
園
の
修
繕
は
、
す
で

に
完
了
し
て
い
る
。

　
　

今
後
町
内
の
教
育
施
設
に

お
い
て
不
具
合
等
の
箇
所
が

あ
っ
た
場
合
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

教
育
課
所
管
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
現
場
の
方
か
ら
の
連
絡

が
上
が
っ
て
き
て
予
算
等
に
も

そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
矢
祭
小
学
校
に
つ
い

て
は
瑕
疵
担
保
責
任
と
い
う
こ

と
か
ら
検
査
が
行
わ
れ
て
い

き
、
そ
の
中
で
修
繕
が
必
要
な

も
の
の
責
任
も
明
確
に
な
り
、

責
任
を
負
う
べ
き
と
こ
ろ
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
維
持
管
理
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

教
育
長

　

学
力
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
教
育
委
員
会

で
は
公
表
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
県
の
学
力
調
査
に
お

い
て
は
、
県
平
均
を
下
回
っ
た

状
況
で
あ
り
、
次
年
度
良
い
結

果
が
出
る
よ
う
に
小
中
学
校
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
参
り
た
い
。

　
　

教
職
員
に
な
る
べ
く
長
く

い
て
頂
い
て
、
し
っ
か
り
と
指

導
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
思

う
が
そ
の
件
に
関
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

教
育
長

　

優
秀
な
教
員
に
は
長
く
い
て

も
ら
え
る
よ
う
な
施
策
を
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
更
に
一
番
は
矢

祭
町
出
身
の
教
職
員
を
育
て
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
対
策
に
繋

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
概
ね
良
好
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
次
の

点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

①　

平
成
28
年
度
内
川
字
遠
前

地
内
排
水
路
布
設
工
事
に
つ
い

て
は
、
資
材
在
庫
欠
品
の
た
め

納
品
待
ち
の
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
工
事

が
停
滞
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
工
期
は
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
１
月
末
現
在

２
％
の
進
捗
で
あ
る
の
で
遺
漏

な
き
工
事
の
対
応
を
願
い
た
い
。

◎
随
時
監
査
実
施

＜踏査コース＞

・平成28年度矢祭町山村開発センター改修工事

・平成28年度温泉交流研修センター改修工事

・平成28年度スインピア矢祭屋外プールサイド改修工事

・平成28年度黒助橋橋梁補修工事

・平成28年度我満平遺跡発掘調査区埋め戻し工事

・旧石井小学校埋設表土袋詰め工事

・平成28年度旧石井小学校プール・旧石井幼稚園解体工事

・平成28年度農業基盤整備促進事業川端地区水路改修工事

・平成28年度町道下古宿・枇杷平線維持工事

・平成28年度大垬字道清地内暗渠改修工事

・平成28年度内川字遠前地内排水路布設工事

・平成28年度内川字町地区耐震性貯水槽設置工事

・平成28年度宝坂地区消防屯所建設工事

・平成28年度矢祭小学校外構工事

　

２
月
８
日
、
15
日
の
２
日
間
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
、
緑
川

裕
之
監
査
委
員
は
、
平
成
28
年
度
に
町
が
発
注
し
た
事
業
現
場
を
踏

査
し
工
事
内
容
、
工
事
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
監
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

質
問　

矢
祭
小
学
校
・
こ
ど
も
園
の

修
繕
に
つ
い
て
。
ま
た
、
今
後
、
町
内
の

教
育
施
設
に
お
い
て
不
具
合
が
生
じ
た

と
き
の
対
策
に
つ
い
て

質
問　

小
中
学
校
の
学
力
の
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
の
成
果
と

今
後
に
つ
い
て
伺
い
た
い

★ 

２
月

５
日　

商
工
会
青
年
部
創
部
五

　
　
　

十
周
年
記
念
式
典

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

８
日　

随
時
監
査
（
１
日
目
）

13
日　

第
１
回
町
議
会
臨
時
会

15
日　

随
時
監
査(

２
日
目)

21
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会

　
　
　

（
福
島
市
杉
妻
会
館
）

23
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会

　
　
　

(

塙
厚
生
病
院)

　
　
　

町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　

（
塙
町
防
災
セ
ン
タ
ー
）

24
日　

第
１
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

　
　
　

東
白
川
郡
森
林
組
合
第

　
　
　

50
回
通
常
総
会

　
　
　

（
棚
倉
町
「
倉
美
館
」）

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

28
日　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
事
業
表
彰
式

　
　
　

地
域
公
共
交
通
協
議
会

　
　
　

（
第
２
回
）

　
　
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開

　
　
　

設
準
備
委
員
会

★ 

３
月

６
日　

第
２
回
定
例
会

　
　
　

（
６
日
〜
10
日
）

　
　
　

産
業
常
任
委
員
会

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

（
本
会
議
休
会
）

13
日　

矢
祭
中
学
校
卒
業
式

15
日　

お
ひ
さ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ

　
　
　

ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

　
　
　

モ
ニ
ー

　
　
　

（
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
）

16
日　

矢
祭
町
体
育
協
会
総
会

17
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
修

　
　
　

了
証
書
授
与
式

20
日　

例
月
出
納
検
査

22
日　

東
白
衛
生
組
合
ゴ
ミ
焼

　
　
　

却
施
設
竣
工
式

23
日　

矢
祭
小
学
校
卒
業
式

24
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
）

25
日　

矢
祭
小
学
校
総
合
落
成

　
　
　

式
（
小
学
校
体
育
館
）

27
日　

教
職
員
合
同
離
任
式　

28
日　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

30
日　

第
３
回
臨
時
会

★ 

４
月

３
日　

教
職
員
合
同
着
任
式

６
日　

小
学
校
・
中
学
校
入
学
式

９
日　

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

10
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
入

　
　
　

園
式

　
　
　

第
１
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

並
び
に
事
務
局
長
合
同

　
　
　

歓
送
迎
会　

（
棚
倉
町
）

15
日　

矢
祭
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　

第
51
回
通
常
総
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

16
日　

矢
祭
未
来
想
成
ア
カ
デ

　
　
　

ミ
ー
開
塾
式

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

19
日　

例
月
出
納
検
査

25
日　

矢
祭
山
公
園
桜
記
念
植

　
　
　

樹
会
（
矢
祭
山
公
園
）

　
　
　

矢
祭
山
観
光
協
会
総
会

　
　
　

（
総
合
案
内
施
設
）

27
日　

矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

　
　
　

団
結
団
式

　
　
　

（
矢
祭
小
学
校
体
育
館
）

　
　
　

稚
ア
ユ
の
放
流

　
　
　

（
久
慈
川
河
川
敷
）

問答問答

問答

答

答

2829

　　

２
月
23
日
、
塙
町
防
災
セ

ン
タ
ー
３
階
に
お
い
て
塙
町

議
会
主
催
の
町
議
会
議
員
研

修
会
に
本
町
議
会
議
員
10
名

全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
一
般
質
問
に

関
す
る
も
の
で
、
質
問
力
を

高
め
、
議
員
と
し
て
の
資
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
テ
ー
マ
「
議
会
力
を

高
め
る
一
般
質
問
」
に
つ
い

て
、
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教

授

土
山
希
美
枝 

氏
か
ら
講

義
を
受
け
た
あ
と
、
一
般
質

問
の
実
例
を
も
と
に
各
議
員

の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

塙
町
議
会
主
催
の

　

町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

　

２
月
23
日
午
後
４
時
か

ら
塙
町
「
塙
厚
生
病
院
会

議
室
」
に
お
い
て
、
東
白

川
地
方
町
村
議
会
議
員
の

研
修
会
（
東
白
川
地
方
地

域
医
療
に
関
す
る
研
修
会
）

が
開
催
さ
れ
、
塙
厚
生
病

院 

外
科
部
長　

金
澤
匡

司
先
生
か
ら
「
塙
厚
生
病

院
外
科
の
現
状
報
告
と
取

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
演
を
議
員
全
員
が
熱

心
に
拝
聴
し
ま
し
た
。

東
白
川
地
方
町
村

議
会
議
員
研
修
会

議会の
動き

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

６
月
で
す
。



　本紙裏表紙のカレンダー内に掲載させて
いただいたやまつりこども園児の写真は、
中石井にある「そらの社」さんのイチゴハ
ウスでイチゴ狩り体験中の園児たちを撮影
したものです。とても大きくて、甘いイチ
ゴをおいしそうに食べている子どもたちの
笑顔を見ていると、この中から、将来イチ
ゴ農家としてイチゴ狩りをさせる立場にな
る子が出てくるかもしれないなと感じまし
た。「そらの社」のみなさんありがとうござ
いました。　　　　　　　　　　　　　（海）

　

税
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
左

記
の
条
件
の
者
の
固
定
資
産
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。
減
免
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
第
１
期
の
納

期
限(

５
月
31
日)

ま
で
に
減

免
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
て
自
立
総
務
課
税
務
グ
ル
ー

プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
書
類
及
び
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

減
免
条
件　

①
貧
困
に
よ
り
生

　

活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受

　

け
る
者
の
所
有
す
る
固
定
資

　

産
／ 

②
公
益
の
た
め
に
直

　

接
専
用
す
る
固
定
資
産
（
有

　

料
で
使
用
す
る
も
の
を
除
く
） 

　

／
③
町
の
全
部
又
は
一
部
に

　

わ
た
る
天
候
に
よ
り
、
著
し

　

く
価
値
を
減
じ
た
固
定
資
産 

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税

　

務
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
－
４
５

　

７
２

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
と
の
比
較

を
通
じ
て
自
分
の
固
定
資
産
税

の
評
価
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
で
き
る
よ
う
、
縦
覧

帳
簿
に
よ
り
評
価
額
の
比
較
の

た
め
に
必
要
な
範
囲
に
限
り
、

町
内
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
29
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
平
成

29
年
４
月
３
日
か
ら
平
成
29
年

５
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

所
有
者
の
住
所
、
氏
名
は
個
人

情
報
保
護
の
た
め
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
縦
覧
帳
簿

の
写
し
の
交
付
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税

　

務
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
２

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
９
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

今
年
も
敬
老
会
に
お
い
て
、

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の
表
彰
を

行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は

お
早
め
に
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
者　

昭
和
42
年
１
月
１
日

　

〜
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
結

　

婚
さ
れ
た
夫
婦

受
付
期
間　

７
月
12
日
（
水
）

　

ま
で

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

矢
祭
町
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
方
で
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
さ
れ
た
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
多
く
の
会

員
さ
ん
が
生
き
が
い
づ
く
り
や

社
会
貢
献
の
た
め
に
お
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
業
務　

除
草
作
業
、
剪
定

　

作
業
、
屋
内
外
清
掃
作
業
、

　

家
事
援
助
、
農
作
業

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

受
験
資
格　

①
警
察
官
Ａ
（
大

　

学
卒
）
▼
昭
和
59
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は

　

平
成
30
年
３
月
末
卒
業
見
込

　

み
の
方
／
②
警
察
官
Ｂ
（
高

　

校
卒
）
▼
昭
和
59
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

①
▼
５
月
12
日（
金
）

　

〜
６
月
９
日
（
金
）
／
②
▼
７

　

月
21
日（
金
）〜
８
月
18
日（
金
）

第
１
次
試
験
日　

①
▼
７
月
９

　

日
（
日
）
／
②
▼
９
月
17
日

　
（
日
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
警
察
本

　

部
警
務
課
人
事
係
☎
０
１
２

　

０
‐
２
７
６
‐
３
１
４

　

総
務
省
で
は
、
矢
祭
町
を
担

当
す
る
行
政
相
談
員
と
し
て
、

中
石
井
在
住
の
金
澤
正
樹
さ
ん

に
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。
行
政

相
談
員
は
、
国
の
仕
事
を
は
じ

め
、
年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊

法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
処

理
や
説
明
な
ど
納
得
い
か
な
い

な
ど
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

受
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機

関
等
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解

決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ５,９６５人（－   57）
男 ２,９３６人（－   27）
女 ３,０２９人（－   30）
世　帯 ２,０８１世帯（－   ４）

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
相

談
員
は
、
い
つ
で
も
自
宅
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
次
の

日
程
に
よ
り
特
設
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
24
日
（
水
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
４

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

５
月
18
日
（
木
）
／

　

６
月
１
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
（
５
月
18
日
）
／
午
後
５
時

　

〜
午
後
８
時
（
６
月
１
日
）

場
所　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

２
階
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
５
月
18

　

日
）／
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河（
６

　

月
１
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
い

た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
２
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
正
午

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
４

人の動き
４月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
佐藤　心

こ は る

春 3/26 幸喜 ・ 由美子 宝　坂

菊池　玲
れ お

陽 3/28 剛気 ・ 萌 小田川

鈴木　仁
ひ ろ と

翔 4/23 健 ・ 桂子 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
古市　芳美 88 孝夫 4 / 1 下関河内
齋藤　弘益 91 惠 4 / 1 戸　塚
小室　チヨ 88 良二 4 / 14 東　舘
富永　光江 88 安文 4 / 15 大　垬
吉田　とく 98 義二 4 / 19 上関河内
加藤　シマ 91 安良 4 / 20 下石井
永山美代子 87 光一 4 / 20 戸　塚

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２９年度全国統一防火標語
「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　最近、矢祭町内において火災が多発しています。外出前、就寝前に
は今一度火の元を確認することを習慣にし、町内から火災をださない
ようご協力お願いします。気温もだんだんと高くなっています。冬期
間お世話になった暖房器具もそろそろ一休みです。使用を再開する際
に故障や火災の原因とならないようしっかり手入れをしてあげてくだ
さい。火災によって尊い命や貴重な財産が奪われることは大変悲しい
ことです。自分自身はもとより家族の命、財産を失わないために日頃
から火災予防に努め、安心安全な街づくりをしていきましょう。

●町内火災・救急件数
（平成29年1月1日～4月15日）

火災件数　 ３件
救急出動   　79件

消防分署からのお願い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
制
度

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

募
集
し
て
い
ま
す

平
成
30
年
度
採
用

県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

3031

固定資産税▶第１期
納期限（口座振替日）▶５月３１日（水）

●今月の納税



　飯村さんご家族は、お父さんの正志さんとお母さんの郁さん、長
男の遙翔くん、次男の晃琉くんの４人家族です。ご両親は息子たち
に「優しく元気でまじめな子に育ってほしいです」と話します。ま
た、二人の性格を伺うと「遙翔は優しいけど恥ずかしがりやさん。
晃琉は誰にでも明るく自由奔放な性格ですね」と教えてくれました。
取材中、一つしかないチョコレートを食べようとしていた晃琉くん
が、甘い物が大好きだという遙翔くんにチョコレートを譲っていま
した。よくある光景なのか伺うと「晃琉はよく一つしかないお菓子
などをお兄ちゃんに譲ってあげていますが、実は遙翔はもらう前に
２～３個食べているんですよ」と笑顔で答えてくれました。そんな
兄弟にご両親は暖かい眼差しを送ります。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア5

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　飯村遙
はると

翔くん（6）　晃
ひかる

琉くん（3）
お父さん　正志さん　　お母さん　郁さん　

【宝坂在住】
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 6月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 6月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 6月 30日まで

平
成
29年

5月
5日
発
行

(毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.674

日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）
●心の健康相談会
　    山開（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●６か月児健康相談
　山開（9：30～9：45）
●リトミック
　山開（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●生涯学習合同開級式
　山開（9：00～）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●カンガルーくらぶイベント ●運動教室

　山開（10：00～11：00）
●２歳児歯科健診
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○金澤医院☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●矢祭読書の日 ●家族の相談会

　    山開（9：00～12：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 29 30 31 6/1 2 3
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

● 1歳６か月児健康診査
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

4 5 6 7 8 9 10
●さわやかサイクリング
　（8：00～12：00）
●久慈川第一漁協あゆ釣解禁日

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●カンガルーくらぶ

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


